
これからの教育について考える

校長 森山 勇

梅雨の合間のさわやかな風に吹かれ，紫陽花を見
ながら子どもたちは登校してきます。学校園には人
権の花のヒマワリを植えました。季節の移ろいを感
じます。
今回の西伊敷だよりでは，教育の変化について考

えてみます。学校教育の内容は，国の学習指導要領
， ，によって決められていますが その教育内容も時代とともに変わってくるので

ほぼ１０年に一度，学習指導要領の改訂が行われます。平成３２年度からは新
しい学習指導要領による教育が展開されます。平成３０年度・平成３１年度は
移行期間にあたり，平成３２年度からの教育に備えた準備期間になります。学
校では大きく二つの準備をしています。

一点目は，道徳の時間です。これまで，道徳は教科という位置付けではあり
ませんでしたが，平成３０年度から「特別の教科 道徳（道徳科 」となって，）

。 ，引き続き週に１時間授業を行っています 教育内容は大きくは変わりませんが
教科になったわけですから，検定教科書を使っています。また，評価も行いま
すが，数値による評価ではなく，児童の道徳性に係る成長の様子を認め，励ま

。 ，す記述式の評価になります ご家庭でも子どものよさや成長の跡を見い出して
「○○ができるようになってよかったね。よく頑張った 」など認め，励ます声。
掛けをどうかよろしくお願いします。

二点目は，外国語活動の時間です。外国語活動は，平成３２年度から第５学
年・第６学年は，外国語の教科（英語）として，週に２時間（年間７０時間）
入ってきます。第３学年・第４学年は「外国語活動」として週に１時間（年間
３５時間）入ってきます。
本校では，平成３０年度からは，外国語活動として，第３学年・第４学年に

は年間１５時間，第５学年・第６学年には，５０時間の授業時間を確保して授
業を行っています。市教育委員会からはＡＥＡ（英会話活動協力員）の先生を
学校に派遣していただいて英語に慣れ親しむ活動を支援してもらっています。
平成３１年度は，さらに授業時数を増やして，授業を充実させるため研修を進
め，平成３２年度からの全面実施に備えていきたいと考えています。

新学習指導要領では，新しい時代に求められる資質や能力を示してあります
が，学んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」
を一つととらえています。いつの時代でも自ら進んで学ぼうとする態度，学ん
だことを生活の中に生かしていく姿勢，豊かな人間性は求められる資質・能力
です。
また，社会に開かれた教育を展開していくということも求められています。

本校で進めてくださっている学校支援ボランティア活動とさらに連携を深め，
地域と協働した学びを広げていきたいと考えています。
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音楽集会 ６年生
(６／１８：水）

６月１８日(水)第１回目の音楽集

会が行われ，６年生が「翼をくださ

い 「星空はいつも」の合唱 「ラバ」 ，

ースコンチェルト」の合奏を発表し

ました。美しい歌声と演奏が響きま

した。次回の音楽集会は，７月９日

(水)５年生の発表です。

， ， （ ），６月２日から 本校の卒業生 森園陸斗さん ２週間
（ ） ， 。牧青穂さん ４週間 の２名が 教育実習に来られました

４年２組生，６年１組を中心に，授業参観や実習授業を行
いました。子どもたちや先生方と積極的に関わり，意欲的
に取り組む姿が見られました。

学級 についてのお知らせ・お願い】【 PTA

早いもので，一学期も残すところ２０日ほどとなりました。７月に入りますと，学年ごとに

授業参観・学級 が行われます。学級 では，一学期の反省や夏季休業中の計画など大PTA PTA
切な話し合いになります。御多用な折かと存じますが，ぜひ御出席ください。なお，車の乗り

入れはできませんので，御了承ください。道路や中央公園駐車場等への駐車についてもくれぐ

れも御遠慮ください。

ＰＴＡ教育講演会
（６／６：金）

ネットポリス鹿児島の戸髙
成人さんを講師に「ネット社

」会の現状と問題解決への取組
の演題で御講演いただきまし
た。それぞれの家庭で，情報
モラルについて真剣に考える
ことの必要性等について分か

。りやすくお話いただきました

教育実習生２名

小・中連携研修会
（６／９：月）

緑丘中・花野小・川上小・
西伊敷小，４校の先生方が集

。まっての研修会を行いました
授業参観の後，小・中学校そ
れぞれの課題等について情報
交換を行い，共通実践事項に
ついて話し合いました。

避難訓練・集団下校
（６／４：水）

大雨等を想定した避難訓
練・集団下校を実施しまし
た。大雨や洪水時の注意を
学習したあと，６年生がリ
ーダーとなって，危険箇所
を確認しながら下校しまし
た。

夏の心豊かで元気あふれる『さつまっ子』を★
育てる運動 ７月１日～８月３１日

夏休みは，子どもたちが家庭や地域にもどり，学校生
活でできないことを学び体験する良い機会です。家事の
分担をして家族の一員としての自覚と責任を持たせる，
「親子２０分間読書」を日課にする，地域の行事やボラ
ンティア活動に参加するなど親子で話し合って有意義な
夏休みを迎えるようにしましょう。

※梅雨の終わりの時期，大雨や洪
水が心配されます。側溝等に近づ
かないよう御家庭でも繰り返し注
意をお願いします。




